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今　

井　

澄　

子

は
じ
め
に

一
五
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ

イ
デ
ン
（
一
三
九
九
／
一
四
〇
〇
〜
一
四
六
四
年
）
が
描
い
た
絵
画
は
、

巧
み
な
技
術
に
基
づ
く
細
部
描
写
や
見
る
者
の
心
を
打
つ
豊
か
な
感
情
表

現
を
特
徴
と
す
る
。
そ
の
作
品
は
当
時
か
ら
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
内
外
で
高

く
評
価
さ
れ
て
お
り
１
、
ロ
ヒ
ー
ル
工
房
に
よ
る
複
製
・
コ
ピ
ー
ば
か
り

で
な
く
、
追
随
者
に
よ
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
や
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
も
数
多
く
制

作
さ
れ
た
。
ロ
ヒ
ー
ル
が
主
と
し
て
制
作
し
た
肖
像
画
と
宗
教
画
の
中
で

も
、《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
に
は
数
多
く
の
複
製
が
現
存
す
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
（
在
位
一
四
一
九
〜
六
七
年
）
は
、
一
五
世
紀
に

権
勢
を
誇
っ
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
三
代
目
の
公
を
務
め
た
２
。
公
国

の
支
配
下
に
あ
っ
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
て
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
善
良
公
は
最
も
重
要
な
パ
ト
ロ
ン
あ
り
、
そ
の
肖
像
画
制
作
を
任

さ
れ
る
の
は
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
公
国
の
宮
廷
画

家
を
務
め
た
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
（
一
三
九
〇
年
頃
〜
一
四
四
一
年
）

に
よ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
の
肖
像
画
は
現
存
せ
ず
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
系
譜
に
連

な
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ

ク
が
請
け
負
っ
て
い
た
他
の
仕
事
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ロ
ヒ
ー
ル
が
肖
像
制
作
を
担
っ
た
と
い
う
事
実

か
ら
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
や
宮
廷
の
関
係
者
た
ち
が
、
こ
の
画
家
の

腕
前
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
ロ
ヒ
ー
ル
に
よ
る
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
が
数
多
く

の
複
製
を
生
ん
だ
と
い
う
点
か
ら
は
、
こ
の
描
写
が
一
種
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」

と
化
し
、
そ
の
価
値
が
長
き
に
わ
た
っ
て
保
た
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。
で
は
、
こ
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
価
値
や
意
義
が

ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
作《
フィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》

の
複
製
と「
ブ
ラ
ン
ド
」を
め
ぐ
る
一
考
察
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含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
自
身
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
、
あ
る
い
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
マ

ド
リ
ー
ド
所
蔵
作
品
を
軸
に
ロ
ヒ
ー
ル
の《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》

の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の
性
格
を
分
析
し
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
・
オ
ラ
ン
ダ
美
術

に
お
け
る
複
製
と
コ
ピ
ー
の
あ
り
か
た
の
一
端
を
照
ら
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、「
複
製
」（
レ
プ
リ
カ
）
と
「
コ
ピ
ー
」
と
い
う
言
葉

を
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
述
べ
る
「
複
製
」
と
「
コ

ピ
ー
」
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
板
絵
、
ま
た
は
工
房
で
共
有
さ
れ
る
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
や
ス
ケ
ッ
チ
等
に
よ
る
下
絵
（
カ
ル
ト
ン
）
を
正
確
に
再
現
し
た

も
の
か
ら
、
後
世
に
荒
く
写
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
部
分
的
に
変
更
を

施
し
た
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
ま
で
を
も
含
ん
で
い
る
。

一
、《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
の
板
絵
の
三
タ
イ
プ

一
五
世
紀
に
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
年
代
記
を
執
筆
し
た
シ
ャ
ト
ラ
ン

は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
容
貌
に
つ
い
て
「
骨
ば
っ
た
感
じ
、
血
色
の

よ
さ
、
長
い
が
鷲
鼻
で
は
な
い
鼻
、
高
く
広
い
額
、
金
と
黒
の
間
く
ら
い

の
髪
色
、
適
度
な
大
き
さ
の
口
」
と
記
述
し
て
い
る
３
。
こ
の
シ
ャ
ト
ラ

ン
の
描
写
を
思
わ
せ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
姿
は
、
彫
刻
、
板
絵
、
写

本
挿
絵
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
の
多
様
な
媒
体
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
板
絵
の
肖
像
画
を
主
な
分

析
対
象
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
美
術
に
お

け
る
複
製
・
コ
ピ
ー
を
論
じ
る
と
い
う
大
き
な
目
的
に
鑑
み
、
ま
ず
は
、

あ
る
程
度
の
大
き
さ
を
も
っ
て
細
部
ま
で
写
実
的
に
描
写
さ
れ
た
作
品
が

複
数
現
存
し
て
い
る
板
絵
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。
他
の
媒
体
に
関
し
て
は
、
彫
刻
も
同
様
の
写
実
性
を
持
ち
得
る

も
の
で
あ
る
が
、
現
存
作
例
が
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
写

本
挿
絵
の
作
例
は
板
絵
よ
り
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
が
小
さ

い
が
ゆ
え
に
容
貌
の
誤
差
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ

れ
ら
の
媒
体
も
、
図
像
の
確
立
と
伝
播
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
排
除
で

き
な
い
た
め
、
本
稿
で
も
随
時
検
討
し
て
い
く
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
を
描
い
た
板
絵
を
論
じ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お

い
て
は
、
お
お
ま
か
な
類
型
を
行
い
つ
つ
、
各
作
品
の
造
形
的
特
徴
や
帰

属
を
個
別
に
検
討
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
４
。
帰
属
に
つ
い
て
は
、
下
描

き
を
踏
ま
え
た
様
式
分
析
に
基
づ
く
と
、
確
実
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と

断
定
で
き
る
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
は
な
く
、
制
作
年
も
特
定

し
が
た
い
。
他
方
で
、
類
型
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
推
定
制
作
年

順
に
三
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
概
ね
認
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
こ
れ
を
タ
イ
プ
①
、
タ
イ
プ
②
、
タ
イ
プ
③
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

タ
イ
プ
①
は
、
顔
の
右
側
か
ら
表
わ
さ
れ
た
四
分
の
三
観
面
の
胸
像
で

あ
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
は
、
単
色
系
の
背
景
に
、
金
の
冠
と
、
フ
ィ

リ
ッ
プ
自
身
が
一
四
三
〇
年
に
創
設
し
た
金
羊
毛
騎
士
団
の
勲
章
を
つ
け
、

右
肩
に
火
打
石
を
意
匠
化
し
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
エ
ン
ブ
レ
ム
模
様

を
飾
っ
た
上
着
を
ま
と
う
姿
で
描
か
れ
る
（
図
１
、
図
２
）。
上
部
に
は

「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
」（
図
１
）、「
金
羊
毛
騎
士
団
の

創
設
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
」（
図
２
）
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
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は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
・
ト
リ
ア
ノ
ン
城
美
術
館
（
一
六
世
紀
）、
シ
ン
シ
ナ

テ
ィ
美
術
館
（
一
六
〇
〇
年
頃
）
な
ど
、
一
六
世
紀
の
作
と
推
定
さ
れ
る

複
製
や
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
主
に
フ
ラ
ン
ス
に
所
蔵
さ
れ
る
。

タ
イ
プ
①
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
関
連
が
指
摘
さ
れ

る
最
古
の
史
料
は
、
一
四
三
六
年
五
月
一
七
日
の
支
払
い
記
録
で
あ
る
５
。

こ
の
史
料
に
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
依
頼
に
よ
り
デ
ィ
ジ
ョ
ン
在
住

の
ジ
ャ
ン
・
ド
・
メ
ゾ
ン
セ
ル
が
肖
像
画
を
制
作
し
た
こ
と
、
そ
し
て
肖
像

画
が
デ
ィ
ジ
ョ
ン
近
郊
に
所
在
す
る
シ
ャ
ン
モ
ル
修
道
院
に
、
先
代
の
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
肖
像
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ド
・
メ
ゾ
ン
セ
ル
は
ア
ル
ト
ワ
の
パ
・
ド
・
カ
レ
出
身
の
画
家
で
あ
り
、
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
に
公
式
に
雇
わ
れ
た
史
料
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
も
の
の
、

一
四
三
〇
年
代
に
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
教
会
で
壁
画
等
を
制
作
す
る
な
ど
、
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
廷
と
関
わ
り
の
あ
る
画
家
で
あ
っ
た
６
。

タ
イ
プ
②
は
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
作
品
に
由
来

す
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
は
暗
色
系
の
背
景
に
、
顔
の
右
側
を
多
く
見

せ
、
黒
い
帽
子
を
つ
け
、
丸
め
た
書
類
を
手
に
す
る
姿
で
描
か
れ
る
（
図

３
〜
図
６
）。
白
い
シ
ャ
ツ
の
上
に
、
真
珠
を
あ
し
ら
っ
た
十
字
架
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
を
つ
け
、
黒
い
上
着
に
は
金
羊
毛
騎
士
団
の
頸
章
が
輝
い
て
い

る
。
現
存
作
品
が
最
も
多
い
タ
イ
プ
で
あ
り
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六

世
紀
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
複
製
や
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
少
な
く
と
も
二
六

点
は
残
さ
れ
て
い
る
７
。
特
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
と
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
ヴ
ァ

ー
ジ
ョ
ン
（
図
3
、
図
4
）
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
最
も
近
い
質
を
持
つ
と
み

な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
一
五
〇
〇
年
頃
以
降
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

図1　ジャン・ド・メゾンセルに基づく
《フィリップ善良公の肖像》15世紀、
油彩／板、38×28cm、クレルモ
ン・フェラン、ロジェ=キリオ美術館

図2　《フィリップ善良公の肖像》17世紀、油彩／
カンヴァス、73.1×58.5cm、ディジョン美
術館
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図3　ロヒール・ファン・デル・ウェイデンに
基づく《フィリップ善良公の肖像》15
世紀後半、油彩／板、32.5×22.4cm、
ブリュージュ、市立美術館

図5　《フィリップ善良公の肖像》15世紀後半、
油彩／板、27.7×20cm、リール美術館

図4　ロヒール・ファン・デル・ウェイデン
に基づく《フィリップ善良公の肖像》15
世紀後半、油彩／板、29.6×21.3cm、デ
ィジョン美術館

図6　《フィリップ善良公の肖像》16世紀前半、
油彩／板、46.5×31cm、ベルイユ、リー
ニュ公城
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る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ほ
ぼ
同
じ
構
図
を
取
り
つ
つ
も
、
背
景
が
金

地
で
あ
っ
た
り
、
帽
子
の
飾
り
や
巻
物
を
持
つ
手
が
描
か
れ
な
い
な
ど
、

細
部
が
異
な
る
。
ベ
ル
イ
ユ
作
品
な
ど
は
、
よ
り
丸
い
目
を
持
つ
顔
立

ち
、
十
字
架
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
な
い
衣
服
、
人
差
し
指
だ
け
伸
ば
す
右

手
な
ど
様
々
に
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
図
6
）。

タ
イ
プ
②
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
ま
た
は
ロ
ヒ
ー
ル

工
房
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
エ
ノ
ー
年
代
記
』
の
挿
絵
の
描
写
が
手
が

か
り
と
な
る（
図
７
）８
。
こ
の
挿
絵
に
お
い
て
、
善
良
公
は
写
本
の
献

呈
を
受
け
て
い
る
が
、
実
際
の
献
呈
式
は
一
四
四
八
年
三
月
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
善
良
公
が
五
一
歳
の
時
に
行
わ
れ
た
。
上
着
の
表
現
に
注
目
す
る

と
、
タ
イ
プ
②
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
多
く
は
、
肩
と
袖
の
ふ
く
ら

み
を
欠
く
た
め
、
本
挿
絵
の
よ
う
に
肩
を
強
調
す
る
服
飾
が
流
行
す
る

前
の
一
四
四
〇
年
代
中
頃
の
姿
を
表
わ
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
９
。

タ
イ
プ
③
は
、
同
様
に
ロ
ヒ
ー
ル
作
品
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
持
つ（
図

８
〜
図
11
）。
そ
の
描
写
は
タ
イ
プ
②
に
近
い
が
、
帽
子
を
着
用
せ
ず
、

手
の
指
も
描
か
れ
な
い
。
分
類
に
関
し
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
ア
ン
ト

ウ
ェ
ル
ペ
ン
作
品
を
他
と
区
別
し
て
い
る
が
、
上
半
身
を
捉
え
る
範
囲

が
違
う
程
度
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
同
グ
ル
ー
プ
と
み
な
す
10
。
タ

イ
プ
③
の
作
品
群
の
系
譜
を
辿
る
と
、
そ
の
容
貌
や
ポ
ー
ズ
は
忠
実
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
画
面
の
型
式
や
背
景
の
色
、
服
装
の

細
部
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
ベ
ル
リ
ン
作
品
で
は
、
白
い
服
の

上
に
十
字
架
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
は
描
か
れ
ず
、
通
常
は
向
か
っ
て
左
側
に

来
る
金
羊
毛
の
頭
部
が
右
側
に
位
置
し
て
い
る（
図
10
）。
ベ
ル
リ
ン
と

図7　ロヒール・ファン・デル・ウェイデンまたは工房《献呈を受けるフィリップ善良公》『エノー
年代記』1447-48年頃、ブリュッセル、ベルギー王立図書館、ms. 9242、fol.1
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図8　ロヒール・ファン・デル・ウェイデンまた
は工房《フィリップ善良公の肖像》15世
紀中頃、油彩／板、42×26cm、マドリ
ード、レアル宮

図10 《フィリップ善良公の肖像》1526年以降、
油彩／板、29×21cm、ベルリン、国立
絵画館

図9　《フィリップ善良公の肖像》15～16世紀、
油彩／板、42×26cm、パリ、フォードル・
コレクション

図11 《フィリップ善良公の肖像》1526年以降、
油彩／板、30×21cm、アントウェルペン、
ベルギー王立美術館



90

ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
作
品
は
、
年
輪
年
代
法
の
デ
ー
タ
か
ら
は
一
五
四
〇

年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
図
10
、
図
11
）11
。

タ
イ
プ
③
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
容
貌
や
、
肩
の
ふ

く
ら
み
の
あ
る
服
装
か
ら
判
断
し
て
、
タ
イ
プ
②
よ
り
遅
い
一
四
五
〇
年

以
降
と
判
断
で
き
る
が
、
年
代
記
作
者
ド
・
ラ
・
マ
ル
シ
ュ
の
記
述
に
基
づ

き
、
さ
ら
に
遅
い
一
四
六
〇
年
以
降
と
み
な
す
見
解
も
あ
る
。
そ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が
一
四
六
〇
年
に
大
病
を
患
い
、
医
者
の
勧
め
に
従

っ
て
頭
髪
を
剃
り
、
鬘
を
装
着
し
た
と
い
う
報
告
で
あ
り
12
、
タ
イ
プ
③

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
に
は
そ
の
髪
型
が
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
五
百
人
以
上
の
宮
廷
人
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公

へ
の
「
愛
ゆ
え
に
」
同
じ
よ
う
に
頭
髪
を
剃
っ
た
と
も
伝
え
て
お
り
、
善

良
公
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
四
六
〇
年
以
前
の
作
と
さ
れ
る
写
本
挿
絵
に
も
、
同
様

の
髪
型
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
短
髪
の
宮
廷
人
た
ち
が
描
か
れ
て
お
り
、
年
代

特
定
の
根
拠
と
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（
図
12
）。
そ
の
容
貌

も
、
タ
イ
プ
②
と
年
齢
差
が
大
き
く
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

以
上
に
検
討
し
た
三
タ
イ
プ
の
概
観
か
ら
は
、
ど
の
タ
イ
プ
の
肖
像
画

も
、
細
部
の
変
更
を
含
み
つ
つ
、
一
定
程
度
保
た
れ
た
構
図
に
お
い
て
シ

ャ
ト
ラ
ン
が
述
べ
た
よ
う
な
特
徴
を
描
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

た
。で

は
、
な
ぜ
ジ
ャ
ン
・
ド
・
メ
ゾ
ン
セ
ル
に
よ
る
タ
イ
プ
①
よ
り
も
、
ロ

ヒ
ー
ル
の
系
譜
に
あ
る
タ
イ
プ
②
と
③
が
多
く
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
細
部
描
写
や
再
現
力
な
ど
の
技
術
に
差
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ド
・
メ
ゾ
ン
セ
ル

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
様
式
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
に
は
判

断
し
が
た
い
。
次
に
、
冠
を
戴
く
タ
イ
プ
①
の
服
飾
よ
り
も
、
黒
を
基
調

と
す
る
タ
イ
プ
②
と
③
の
方
が
、
黒
の
服
を
好
ん
で
着
用
し
た
と
い
う

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
好
み
に
あ
っ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
13
。

そ
し
て
、
重
要
な
理
由
と
し
て
筆
者
が
指
摘
し
た
い
の
は
、
画
家
の
活
動

地
と
工
房
に
関
す
る
事
情
で
あ
る
。
一
四
三
〇
年
代
頃
よ
り
、
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
公
の
拠
点
が
デ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
北
方
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
へ
と
移
行

し
て
い
っ
た
が
14
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が
よ
り
多
く
滞
在

図12 《聖グレゴリウスのミサ》『フィリップ善良公の時禱
書』1450‒55年、253×178mm、ケンブリッジ、フ
ィッツウィリアム美術館、Ms. 3-1954, fol. 253v
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す
る
よ
う
に
な
っ
た
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
「
市
の
画
家
」
と
し
て
工
房
を
構

え
て
い
た
。
こ
の
状
況
が
、
タ
イ
プ
②
と
③
の
複
製
と
流
布
に
影
響
を
与

え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

複
製
が
制
作
さ
れ
、
伝
播
し
た
背
景
に
は
複
数
の
事
情
が
重
な
り
あ
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
が
、
そ
れ
は
優
れ
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
が
存

在
し
て
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
に
近
い
作
品
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
タ
イ
プ
③
に
属
す

る
マ
ド
リ
ー
ド
作
品（
図
８
）
に
焦
点
を
当
て
、
こ
の
作
品
と
フ
ィ
リ
ッ

プ
善
良
公
の
肖
像
画
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
お
よ
び
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の
問
題
を

考
察
し
て
い
く
。

二
、
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」

現
在
マ
ド
リ
ー
ド
に
所
蔵
さ
れ
る
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
の

来
歴
は
、
一
八
世
紀
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
15
。
当
時
の
所
蔵
者
は
ス

ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
五
世
の
二
番
目
の
妻
エ
リ
ザ
ベ
ッ
タ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー

ゼ
（
一
六
九
二
〜
一
七
六
六
年
）
で
あ
り
、
板
の
裏
側
に
は
彼
女
の
紋
章

が
付
さ
れ
て
い
る（
図
13
）。
一
七
四
六
年
の
財
産
目
録
は
、
こ
の
肖
像
画

が
セ
ゴ
ビ
ア
の
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
・
デ
・
サ
ン
・
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
の
宮
殿
に
所

在
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
複
数
回
の
記
録
が
確
認
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
一
八
四
五
年
に
修
復
さ
れ
た
の
を
機
に
、
マ
ド
リ
ー
ド
へ

移
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
作
品
は
、
上
部
が
ア
ー
チ
形
を
な
す
四
二
×
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
画
面
に
油
彩
で
描
か
れ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
、
タ
イ
プ
①
や
タ

イ
プ
②
と
同
様
に
、
顔
の
右
側
を
多
く
見
せ
て
い
る
。
顔
は
丁
寧
に
表
現

さ
れ
て
お
り
、
す
っ
き
り
し
た
上
唇
、
や
や
三
白
眼
気
味
の
瞳
、
た
る
み

の
あ
る
目
の
下
や
顎
、
目
じ
り
や
額
に
刻
ま
れ
た
皺
な
ど
を
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
る（
図
14
）。
他
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
肖
像
画
と
共
通
す
る
白
い
服

に
十
字
架
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
飾
り
を
つ
け
、
そ
の
上
に
毛
皮
の
つ
い

た
黒
い
上
着
を
ま
と
い
、
金
羊
毛
騎
士
団
の
勲
章
を
つ
け
て
い
る
。
金
羊

毛
と
、
羊
毛
を
下
げ
る
鎖
は
鈍
く
光
っ
て
い
る
。

背
景
は
縦
長
の
パ
ネ
ル
板
が
連
な
っ
た
壁
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
て
お
り
、

ベ
ー
ジ
ュ
色
に
黒
の
線
が
ま
だ
ら
に
走
る
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
向
か 図13 図8裏面
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っ
て
左
側
に
は
小
さ
な
昆
虫
が
と
ま
る
。
上
部
の
文
字
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（LE

・D
V

C
K

・PH
YLIPE

・D
E

・BO
V

RG
V

N
G

E

）」
は

一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
書
き
込
ま
れ
た
。
フ
レ
ー
ム
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
だ
が
、
金
箔
は
後
世
に
施
さ
れ
た
。

依
頼
や
支
払
い
の
記
録
な
ど
、
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
を
め
ぐ
る
史
料
は
現

存
し
て
い
な
い
。
古
く
は
ド
・
ロ
ー
な
ど
が
本
作
品
を
ロ
ヒ
ー
ル
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
み
な
し
た
が
、
フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
、

デ
・
フ
ォ
ス
な
ど
、
よ
り
多
く
の
研
究
者
が
ロ
ヒ
ー
ル
工
房
や
追
随
者
の

作
品
、
あ
る
い
は
一
六
世
紀
の
コ
ピ
ー
と
推
定
し
て
き
た
16
。
デ
・
フ
ォ

ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ロ
ヒ
ー
ル
作
品
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
し
い
の
は
、

上
部
が
ア
ー
チ
形
を
な
す
画
面
と
パ
ネ
ル
模
様
の
背
景
が
、
他
の
ロ
ヒ
ー

ル
の
肖
像
画
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
17
。
し
か
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
造
形
語
彙
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。 ま

ず
、
ア
ー
チ
形
の
画
面
に
つ
い
て
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
肖
像
画
に
は
見

ら
れ
な
い
が
、
肖
像
画
以
外
で
は
、《
ミ
ラ
フ
ロ
ー
レ
ス
の
祭
壇
画
》（
一

四
四
〇
年
頃
、
ベ
ル
リ
ン
、
国
立
絵
画
館
）
や
《
聖
母
子
と
諸
聖
人
》（
図

15
）
が
同
様
の
型
式
を
持
つ
。
ま
た
、
背
景
の
パ
ネ
ル
模
様
に
つ
い
て
も
、

後
述
す
る
《
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
イ
ザ
ベ
ラ
の
肖
像
》（
図
25
）
の
背
景
や
、『
エ

ノ
ー
年
代
記
』
の
挿
絵（
図
７
）
に
描
か
れ
た
部
屋
の
壁
に
も
、
同
種
の
パ

タ
ー
ン
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
模
様
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が

公
務
を
行
っ
た
部
屋
の
壁
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

マ
ド
リ
ー
ド
作
品
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
秋
に
ル
ー
ヴ
ェ
ン
で
開

催
さ
れ
た
「
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
」
展
を
機
に
、
包
括

的
な
科
学
調
査
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
状

態
が
よ
く
、
顔
料
や
技

法
全
般
が
一
五
世
紀
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
さ
れ
た
18
。
ま
た
、

筆
遣
い
も
ロ
ヒ
ー
ル
作

品
に
限
り
な
く
近
い
質

を
持
つ
こ
と
、
下
描
き

の
線
か
ら
の
変
更
が
ほ

図14 図8部分

図15 ロヒール・ファン・デル・ウェイデン《聖
母子と諸聖人》1450年頃、油彩／板、
61.7×46.1 cm、フランクフルト、シュ
テーデル美術研究所
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と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

調
査
結
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
ま
た

は
工
房
の
作
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ェ
カ
の
論
考
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
と
い
う
よ
り
は
工
房
の
複
製
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
も

注
意
し
た
い
19
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
み
な
し
難
い
理
由
に
は
、
他
の
ロ
ヒ
ー

ル
の
肖
像
画
と
比
べ
る
と
本
作
品
の
表
現
が
や
や
単
調
で
、
口
の
表
現
が

荒
く
、
鼻
筋
と
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
な
ど
弱
い
描
写
を
含
む
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
同
様
の
特
徴
を
有
す

る
パ
リ
作
品（
図
９
）
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
み
な
す
の
は
難
し
い
。

で
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
複
製
作
品
は
ど
の
よ
う
に
区

別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
、

ロ
ヒ
ー
ル
が
、
特
に
大
型
の
宗
教
画
に
お
い
て
分
業
制
を
敷
い
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
き
た
20
。
た
と
え
ば
《
ボ
ー
ヌ
の
祭
壇
画
》（
ボ
ー
ヌ
施

療
院
）
で
は
、
最
終
段
階
に
も
弟
子
の
手
が
関
わ
っ
た
と
分
析
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
一
般
に
「
ロ
ヒ
ー
ル
作
」
と
称
さ
れ
る
絵
画
で
も
、
全
て
の

工
程
を
ロ
ヒ
ー
ル
が
唯
一
人
で
手
が
け
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

ロ
ヒ
ー
ル
が
工
房
経
営
の
経
験
を
積
む
に
つ
れ
、
よ
く
訓
練
さ
れ
た
弟
子

た
ち
に
下
描
き
や
塗
り
な
ど
の
諸
過
程
を
任
せ
る
割
合
を
増
や
し
て
い
っ

た
こ
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。

肖
像
画
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、《
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
ク
ロ
ワ
の
肖

像
》（
一
四
六
〇
年
頃
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
）

な
ど
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
後
期
作
品
を
中
心
に
論
じ
た
メ
ッ
ジ
ャ
ー
と
パ
ー

マ
ー
の
論
考
が
示
唆
深
い
21
。
こ
の
論
考
で
は
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の

肖
像
》
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
比
較
的
小
型
の
肖
像
画
は
ロ
ヒ
ー
ル

自
身
が
手
が
け
た
場
合
も
あ
る
こ
と
、《
ジ
ャ
ン
・
ド
・
グ
ロ
の
肖
像
》（
一

四
五
〇
年
代
頃
、
シ
カ
ゴ
美
術
研
究
所
）
な
ど
に
は
細
部
に
変
更
が
あ
り
、

そ
の
様
式
の
違
い
に
弟
子
の
関
与
を
見
い
だ
し
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
工
房
は
、
多
く
の
優
れ
た
助

手
に
よ
っ
て
質
の
高
い
複
製
を
制
作
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
た
と
推
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
の
様
式
は
ロ
ヒ
ー
ル
の
手
に

帰
属
さ
せ
る
に
は
弱
い
部
分
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
下
描
き
の
線
の
迷

い
や
別
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
手
直
し
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
報

告
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
に
、
本
作
品
の
下
描
き
だ
け
は

ロ
ヒ
ー
ル
が
手
が
け
た
か
、
あ
る
い
は
ロ
ヒ
ー
ル
が
別
に
制
作
し
た
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
か
オ
イ
ル
・
ス
ケ
ッ
チ
の
よ
う
な
型
が
工
房
で
共
有
さ
れ
、
本

作
品
に
も
利
用
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
が
見
出
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
例
え
ば
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
に
よ
る
《
ニ
ッ
コ
ロ
・
ア
ル
ベ
ル
ガ

テ
ィ
の
肖
像
》（
図
16
）
の
準
備
素
描（
図
17
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
顧
客
の
立
場
で
は
、
親
方
で
あ
る
ロ
ヒ
ー
ル
自
ら
が
す

べ
て
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
難
し
い

場
合
は
、
少
な
く
と
も
下
描
き
や
草
案
を
ロ
ヒ
ー
ル
に
手
が
け
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
定
の
満
足
感
を
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

マ
ド
リ
ー
ド
作
品
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
作
者
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
関

係
を
、
よ
り
広
い
視
野
に
お
い
て
捉
え
る
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま

た
、
弟
子
た
ち
が
ロ
ヒ
ー
ル
の
制
作
過
程
を
共
有
し
実
践
的
に
学
ん
で
い
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く
と
い
う
工
房
体
制
は
、
後
世
に
ロ
ヒ
ー
ル
作
品
の
複
製
・
コ
ピ
ー
が
多

く
残
さ
れ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
く
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良

公
の
肖
像
》
と
い
う
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の
形
成
と
維
持
に
も
不
可
欠
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
以
下
で
は
、
こ
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
が
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
、
肖
像
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」

と
い
う
観
点
か
ら
照
ら
し
た
い
。

　

三
、
服
飾
と
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」

ド
・
ズ
ッ
テ
は
二
〇
一
四
年
の
論
文
に
お
い
て
、
ア
ス
に
所
蔵
さ
れ
る

《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
を
分
析
し
、
タ
イ
プ
②
に
あ
た
る
作
品

群
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
な
肖
像
画
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
主
張
し

た
22
。
そ
の
理
由
は
、
タ
イ
プ
②
の
複
製
数
が
も
っ
と
も
多
く
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
善
良
公
の
曾
孫
に
あ
た
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・

ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
（
一
四
八
〇
〜
一
五
三
〇
年
）
な
ど
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

公
の
後
継
者
に
受
け
継
が
れ
た
作
品
が
あ
る
た
め
で
あ
る
23
。
確
か
に
タ

イ
プ
②
の
現
存
数
は
最
も
多
い
が
、
他
方
で
、
タ
イ
プ
③
は
、
ヴ
ァ
リ
ア

ン
ト
も
含
め
れ
ば
一
桁
に
は
収
ま
ら
な
い
数
が
流
布
し
て
い
る
点
に
も
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
タ
イ
プ
③
に
も
後
継
者
に
受
容

さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
に
つ
い
て
は
、
ド
・
ズ
ッ
テ
以
前
の
研
究

に
お
い
て
も
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
な
肖
像
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
24
。
し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
当
時
の
史
料
に
「
オ
フ
ィ
シ
ャ

図16 ヤン・ファン・エイク《ニッコロ・アルベルガ
ティの肖像》1435年頃、油彩／板、32.5×
25.5cm、ウィーン、美術史美術館

図17 ヤン・ファン・エイク《ニッコロ・ア
ルベルガティの肖像》1435年頃、銀
尖筆／紙、21.4×18.1cm、ドレスデン、
版画素描館
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ル
な
肖
像
」
と
記
述
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
が
意
味

し
た
と
こ
ろ
が
正
確
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。「
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
ま
ず
は
「
正
式
な
」
あ
る
い
は
「
公
的
な
」
と

い
う
意
味
が
想
定
さ
れ
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
肖
像
画
は
作
品
ご
と
に
サ

イ
ズ
や
背
景
の
色
な
ど
の
描
写
が
少
し
ず
つ
異
な
る
の
で
、
大
き
さ
や
構

図
に
厳
格
な
規
定
が
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
要
素
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
タ
イ
プ
②
と

③
の
《
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
の
服
飾
に
お
い
て
、
統
一
的
な
「
サ

イ
ン
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
25
。
装
飾
品
の
有
無
な
ど

の
細
部
の
違
い
は
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
は
、
す
べ
て
の
作
品
に

お
い
て
、
自
身
が
創
設
し
た
金
羊
毛
騎
士
団
の
正
式
な
頸
章
を
つ
け
黒

い
服
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

こ
れ
は
、
黒
を
好
ん
で
着

た
と
い
う
フ
ィ
リ
ッ
プ
善

良
公
の
姿
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、
観
賞
者
が
す
ぐ

に
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
と
認
識

で
き
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
肖

像
が
人
々
の
目
に
触
れ
た

り
、
重
ね
て
複
製
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
タ
イ
プ
③
と
、「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
と
指

摘
さ
れ
る
タ
イ
プ
②
と
の
最
も
大
き
な
違
い
が
、
帽
子
の
有
無
に
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
タ
イ
プ
③
は
タ
イ
プ
②
の
よ
う
な
帽
子
を
着
け
ず
、
タ

イ
プ
①
の
よ
う
に
王
冠
を
戴
い
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
比
較
的
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
表
現
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
タ
イ
プ
③

の
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
帽
子
を
つ
け
な
い
理
由
が
積
極
的
に
説
明
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
実
は
、
写
本
挿
絵
等
に
祈
禱
者
と
し
て
表
わ
さ
れ
た

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
ほ
ぼ
全
て
が
、
帽
子
を
着
用
し
て
い
な
い（
図
12
、

図
18
、
図
19
）26
。
首
の
後
ろ
に
下
げ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
敢
え
て
着

用
し
な
い
姿
を
選
択
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
帽
子
を
被

図19 ジャン・ル・タヴェルニエに帰属《祈禱
者フィリップ善良公》『主の祈りにつ
いての論』1457年以降、ブリュッセル、
ベルギー王立図書館、ms. 9092, fol. 9

図18 ウィレム・ヴレラン工房《聖アンドレ
と祈禱者フィリップ善良公》『フィ
リップ善良公の聖務日課書』ブリュ
ッセル、ベルギー王立図書館、Ms. 
9026、fol. 258
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ら
な
い
」
と
い
う
表
現
が
個
人
の
信
仰
や
祈
り
に
関
わ
る
可
能
性
が
う
か

が
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
で
な
い
」

私
的
な
領
域
を
意
味
す
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

祈
禱
者
像
に
お
い
て
も
、
カ
ラ
フ
ル
な
エ
ン
ブ
レ
ム
模
様
や
モ
ッ
ト
ー
な

ど
の
装
飾
と
と
も
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が
家
臣
を
従
え
て
自
身
の
権

威
を
主
張
し
て
い
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
る（
図
19
）。
そ
の
た
め
「
帽

子
を
被
ら
な
い
」
表
現
が
、
宗
教
的
文
脈
の
中
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
も
、
タ
イ
プ
③
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
で
な
い
」
と
断
言
す
る
根
拠
と
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

こ
の
点
で
示
唆
深
い
の
は
、
一
六
世
紀
後
半
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
・
ブ
ッ
ク

が
制
作
し
た
『
ア
ラ
ス
撰
集
』
で
あ
る
。
中
世
か
ら
一
六
世
紀
中
頃
に
活

動
し
た
著
名
人
の
肖
像
の
複
製
を
収
め
た
こ
の
本
の
一
葉
に
は
、
タ
イ
プ

③
に
基
づ
く
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
姿
が
赤
い
チ
ョ
ー
ク
で
描
か
れ
て
い

る（
図
20
）27
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
は
顔
の
左
側
を
多
く
見
せ
て
い
る
が
、
タ

イ
プ
③
を
反
転
さ
せ
る
と
類
似
性
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
か

ら
、
タ
イ
プ
③
が
版
画
等
の
媒
体
を
通
じ
て
、
現
在
把
握
さ
れ
て
い
る
よ

り
も
広
く
伝
播
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に

『
ア
ラ
ス
撰
集
』
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
は
、
ロ
ザ
リ
オ
を
持
つ
手
が
加
え
ら

れ
る
こ
と
で
、
宗
教
的
文
脈
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
右
側
に
描
か
れ
て
い

る
の
は
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
息
子
で
四
代
目
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
を
務
め
た
シ
ャ

ル
ル
突
進
公
（
在
位
一
四
六
七
〜
七
七
年
）
で
あ
る
が
、
板
絵
の
肖
像
に

表
わ
さ
れ
た
金
羊
毛
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
や
手
の
描
写
は
な
い（
図
21
）。

『
ア
ラ
ス
撰
集
』
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
描
写
は
、
タ
イ
プ

③
が
信
仰
と
の
関
係
を
持
つ
図
像
で
あ
っ
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
か

図21 ロヒール・ファン・デル・ウェイデン
または工房《シャルル突進公の肖
像》15世紀後半、油彩／板、50.9×
33.6cm、ベルリン、国立絵画館

図20 《フィリップ善良公とシャルル突進
公》ジャック・ル・ブック『アラス撰
集』16世紀後半、アラス市立図書館、
fol. 61
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も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
タ
イ
プ
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
性
が
否
定

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
『
ア
ラ
ス
撰
集
』
自
体
が
、
百
名

以
上
に
も
わ
た
る
著
名
人
の
肖
像
を
集
成
し
た
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
認

め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
ロ
ヒ
ー
ル
が
《
ボ
ー
ヌ
の
祭
壇
画
》
に
描
い
た
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
宰
相
ニ
コ
ラ
・
ロ
ラ
ン
の
肖
像
も
含
ま
れ
て
い
る
。
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
や
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
の
場
合
と
同
様
に
、
細
部
を
変
更

し
つ
複
製
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
図
22
、
図
23
）。

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
タ
イ
プ
③
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
で
な
い
と
排

除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
タ
イ
プ
②
と
と
も
に
、
表
現
に
幅
を
持
ち
つ

つ
も
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
を
表
わ
す
定
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
治
世
は
五
〇
年
近
く

続
い
た
が
、
ロ
ヒ
ー
ル
は
工
房
の
弟
子
た
ち
と
と
も
に
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善

良
公
そ
の
人
で
あ
る
と
認
識
で
き
る
確
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
適
切
に
描
き
出

し
た
ゆ
え
、
数
多
く
の
複
製
・
コ
ピ
ー
へ
と
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
タ
イ

プ
②
と
③
各
々
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
な
性
格
や
「
ブ
ラ
ン
ド
」
を
強
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

作
者
と
工
房
ば
か
り
な
く
、
作
品
の
受
容
状
況
も
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良

公
の
肖
像
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
性
を
規
定
し
「
ブ
ラ
ン
ド
」
力
を
確
認
す

る
要
素
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
受
容
者
に
つ
い
て
は
、
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
内
と
外
、
同
時
代
と
そ
の
後
に
お
け
る
様
々
な
層
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
下
で
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
と
そ
の
後

継
者
に
絞
り
、
肖
像
の
受
容
と
「
ブ
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。 

図23 《ニコラ・ロラン》ジャック・ル・ブッ
ク『アラス撰集』16世紀後半、アラス
市立図書館、fol. 233

図22 ロヒール・ファン・デル・ウェイデ
ン《ニコラ・ロラン》（《ボーヌの祭
壇画》第一面部分）1450年頃、油
彩／板、ボーヌ施療院
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四
、
肖
像
の
受
容
と
「
ブ
ラ
ン
ド
」

タ
イ
プ
②
の
肖
像
に
は
、
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
な
ど
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
後
継
者
に
受
け
継
が
れ
た
作
品
が
あ
り
、
こ
の
点
が

「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
と
み
な
さ
れ
る
理
由
と
も
な
っ
て
い
た
。
本
章
で
は
、

タ
イ
プ
②
ば
か
り
で
な
く
、
タ
イ
プ
③
も
様
々
な
形
で
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公

の
後
継
者
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

ま
ず
は
、
現
在
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
絵
画
を
写
し
た
一
八
〇
八
年
の

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
挙
げ
た
い（
図
24
）28
。
原
画
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公

の
三
番
目
の
妻
イ
ザ
ベ
ラ
が
、
出
身
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
家
の
パ
ン
テ

オ
ン
の
祭
壇
画
と
し
て
一
四
四
〇
年
代
に
ロ
ヒ
ー
ル
に
注
文
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
粗
く
捉
え
ら
れ
た
場
面
に
は
、
聖
母
子
に
跪
く
フ
ィ
リ
ッ
プ
夫

妻
と
そ
の
家
族
の
姿
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
聖
母
の
左
側
に
跪
く
フ
ィ
リ

ッ
プ
は
、
上
着
の
模
様
が
少
し
異
な
る
も
の
の
、
帽
子
を
被
っ
て
お
ら
ず
、

タ
イ
プ
③
に
属
す
る
。
こ
こ
か
ら
、
タ
イ
プ
③
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
で
フ

ィ
リ
ッ
プ
の
姿
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
イ
ザ
ベ
ラ
の

上
半
身
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
の
系
譜
に
あ
る
肖
像
画
と
同
じ
よ
う
に
描
写
さ
れ

て
い
る（
図
25
）。

次
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
に
関
わ
る
史
料
に

注
目
す
る
。
本
作
品
は
、
タ
イ
プ
②
と
③
の
中
で
も
、
史
料
と
作
品
が
一

致
す
る
と
い
う
点
で
最
も
古
い
来
歴
を
持
つ
が
、
そ
れ
が
ス
ペ
イ
ン
・
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
意
義
深
い
。
ス
ペ
イ
ン
は
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
来
孫
と
し
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
生
ま
れ
た
カ
ー

図24 《聖母子とフィリップ善良公夫妻》1808年、ドローイング、リスボン、国立古美術館
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ル
が
一
五
一
六
年
に
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
と
な
っ
て
以
来
、
繁
栄

を
極
め
、
一
五
〜
一
六
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
も
多
く
受
容
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
前
述
し
た
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
財
産
目
録
に
よ
る
と
、
マ
ド
リ
ー

ド
作
品
は
《
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
肖
像
》（
ア
ン
ト
ニ
ス
・
モ
ル
に
帰
属
、
一

五
五
五
〜
五
八
年
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
プ
ラ
ド
美
術
館
）
と
、
ス
ペ
イ
ン
の

画
家
コ
エ
ッ
ロ
に
よ
る
《
サ
ン
テ
ィ
ア
ー
ゴ
騎
士
団
員
の
肖
像
》（
一
六
世

紀
、
マ
ド
リ
ー
ド
、
プ
ラ
ド
美
術
館
）
な
ど
と
同
じ
部
屋
に
あ
っ
た
と
い

う
29
。
こ
こ
か
ら
、
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
が
、
特
に
フ
ェ
リ
ペ
二
世
（
在
位

一
五
五
六
〜
九
八
年
）
の
肖
像
と
と
も
に
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
先
祖
の

肖
像
と
し
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
地
を
支
配
す
る
正
当
性
を
内
外
に
確

認
さ
せ
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
作
品
以
外
に
も
《
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
を
所
蔵
し
て
い
た
。
フ
ェ
リ
ペ
二
世
が
没
し

て
か
ら
二
年
後
に
あ
た
る
一
六
〇
〇
年
に
マ
ド
リ
ー
ド
で
作
成
さ
れ
た
財

産
目
録
に
は
、
甲
冑
を
付
け
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
と
、
黒
い
衣

服
を
ま
と
っ
た
肖
像
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
30
。
他
に
も
「
帽
子
を
被

っ
て
い
る
」
と
言
及
さ
れ
る
タ
イ
プ
②
に
近
い
と
思
わ
れ
る
肖
像
に
つ
い

て
の
記
録
も
残
る
こ
と
か
ら
は
、
後
継
者
た
ち
は
、
タ
イ
プ
②
か
③
の
ど

ち
ら
が
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
」
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
彼
ら
の
祖
先
で
あ

る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
肖
像
を
所
有
す
る
こ
と
自
体
を
重
視
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

も
う
一
点
、
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
最
古
の
史
料
と
し
て

挙
げ
て
き
た
一
七
四
六
年
の
財
産
目
録
に
、「
金
羊
毛
騎
士
団
を
創
設
し

た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
肖
像
」
の
「
作
者
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・

デ
ュ
ー
ラ
ー
派
で
あ
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
31
。
初
期
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
の
受
容
の
過
程
で
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
こ
と
と
は
い
え
、

巨
匠
ロ
ヒ
ー
ル
と
い
う
「
ブ
ラ
ン
ド
」
が
正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
他
の
史
料
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
作
者
の
名

前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
受
容
者
に

と
っ
て
は
肖
像
の
作
者
よ
り
も
像
主
の
名
前
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
可
能

性
も
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
少
々
時
代
が
遡
る
が
、
四
代
目
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
シ
ャ
ル

ル
突
進
公
に
関
す
る
史
料
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
一
四
七
〇
年
一
月
の
会

計
記
録
に
は
、
シ
ャ
ル
ル
突
進
公
が
、
ハ
ー
グ
の
ビ
ネ
ン
ホ
フ
の
礼
拝
堂

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
故
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
彫
像
に
不
満
を
抱
き
、

図25 ロヒール・ファン・デル・ウェイデン工房
《ポルトガルのイザベラの肖像》1450
年代頃、油彩／板、46.1×37.1cm、J・
ポール・ゲッティ美術館
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シ
ャ
ル
ル
の
写
本
装
飾
家
に
し
て
部
屋
付
侍
従
の
ジ
ャ
ン
・
エ
ヌ
カ
ー
ル

に
、
新
し
く
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
に
似
た
、
よ
り
良
い
肖
像
を
制
作
す

る
よ
う
に
依
頼
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
32
。
こ
こ
で
シ
ャ

ル
ル
は
、
肖
像
に
表
わ
す
べ
き
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
言
及
し
て
お
り
、「
斧

と
短
剣
の
モ
テ
ィ
ー
フ
、
金
羊
毛
騎
士
団
の
頸
章
、
そ
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
エ
ス
カ
ッ
シ
ャ
ン
（
紋
章
の
土
台
と
な
る
盾
）
を
含
め
る
」
よ
う
に
と

具
体
的
に
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
史
料
が
作
成
さ
れ
た
一
四
七
〇
年
一
月
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公

が
没
し
て
か
ら
三
年
程
度
が
経
過
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
シ
ャ
ル
ル
は
生

前
の
父
親
の
姿
を
覚
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
記
憶
は
、
ロ
ヒ
ー
ル

の
肖
像
画
が
示
す
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
も
強
化
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、シ
ャ
ル
ル
は
、亡
き
父
に
し
て
先
代
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

公
の
姿
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
服
飾
や
紋
章
要
素
な
ど
の

「
サ
イ
ン
」
を
含
め
て
明
確
に
表
わ
す
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
世
紀
に
生
き
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
姿
を

し
て
い
た
の
か
、
ま
た
ロ
ヒ
ー
ル
の
肖
像
群
が
正
確
に
そ
の
姿
を
再
現
で

き
て
い
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
が
少
な
く
と
も
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
支
配
者
と
し
て
の
権
威
を

誇
示
す
た
め
の
絶
好
の
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
や
シ
ャ

ル
ル
突
進
公
が
肖
像
に
写
実
性
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
で
き
る
。

そ
し
て
、
受
容
の
状
況
か
ら
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
と
工
房
に
よ
る
《
フ
ィ
リ
ッ

プ
善
良
公
の
肖
像
》
が
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
公
を
望
ま
し
く
表
わ
し
た
「
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
の
《
フ
ィ
リ
ッ

プ
善
良
公
の
肖
像
》
と
そ
の
複
製
が
有
し
た
「
ブ
ラ
ン
ド
」
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
肖
像
の
類
型
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
の
あ
り
方
、
服
飾
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
形
成
、
後
継
者
に
よ
る
受
容
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。《
フ
ィ

リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
》
の
「
ブ
ラ
ン
ド
」
を
構
築
す
る
要
素
と
し
て
は
、

像
主
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
権
威
、
画
家
が
写
実
的
か
つ
的
確
に

像
主
を
再
現
す
る
技
術
、
黒
い
衣
服
等
の
定
型
的
な
「
サ
イ
ン
」、
そ
し

て
巨
匠
の
系
譜
に
あ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
改
め
て
強

調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
作
者
が
ロ
ヒ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
正
し
く
伝
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
各
要
素
は
必
ず
し
も
同
等
で

は
な
く
、
時
代
や
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
側
面
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
動
性
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
の
「
ブ
ラ

ン
ド
」
の
形
成
や
発
展
と
表
裏
一
体
を
な
す
創
造
的
な
営
み
で
も
あ
っ
た

と
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
十
五
〜
十
八
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ

ラ
ン
ダ
美
術
に
お
け
る
複
製
／
コ
ピ
ー
』（
於
明
治
学
院
大
学
、
二
〇
二
三

年
三
月
四
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
を
改
稿
し
た
も
の
で
す
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
明
治
学
院
大
学
教
授
青
野
純
子
氏
と
、
明
治
学
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院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
、
お
よ
び
言
語
文
化
研
究
所
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

本
研
究
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。
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史
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C

am
pbell, “Philip the G

ood represented,” in Exh. C
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錯
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aisoncelles’ Portrait of Philippe le Bon for the C

hartreuse 



102

de C
ham

pm
ol,” G

azette des Beaux-Arts, 99, 1982, pp. 7–12; D
e 

Zutter, op. cit., pp. 14–15. 

６  

ジ
ャ
ン
・
ド
・
メ
ゾ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Pierre Q

uarré, 
“D

u M
aître de Flém

alle à Jean de M
aisoncelles, la C

irconcision et 
le Baptêm

e, peintures m
urales de N

otre-D
am

e de D
ijon,” Revue des 

Arts, 8, 1958, pp. 251–257; Sm
ith, op. cit., 1982, pp. 7–12.

７  

タ
イ
プ
②
の
作
品
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。M

icheline C
om

blen-
Sonkes, Le M

usée des Beaux-Arts de D
ijon, C

O
RPU

S 14, Bruxelles, 
1986, pp. 220–232, in part. pp. 225–229; C

om
blen-Sonkes, op. cit., 

1988, pp.108–112; D
e Z

utter, op. cit., pp. 16–27; Liva D
epuydt-

Elbaum
 and K

aren Barbosa, “Étude et traitem
ent de conservation 

et restauration du Portrait de Philippe le Bon du m
usée d’H

istoire et 
du Folklore de la ville d’Ath,” Revue belge d’archéologie et d’histoire 
de l’art, 83, 2014, pp. 51–65. 

８  

『
エ
ノ
ー
年
代
記
』
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Pierre C

ockshaw
 

et al., Les C
hroniques de H

ainaut, ou, Les am
bitions d’un prince 

bourguignon, Turnhout, 2000.

９  
M

ichèle Beaulieu and Jeanne Baylé, Le C
ostum

e en Bourgogne de 
Philippe le H

ardi à C
harles le Tém

éraire, Paris, 1956, pp. 44–46, 
50–55. 

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
廷
の
服
飾
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
。Exh. 

C
at., Illum

inating Fashion: D
ress in the art of M

edieval France and 
the N

etherlands, 1325–1515, A
nne H

. van Buren et al., M
organ 

Library &
 M

useum
, N

ew
 York, 2011.

10 
C

am
pbell, op. cit., p. 279.

タ
イ
プ
③
の
作
品
に
つ
い
て
は
以
下
を

参
照
。D
irk de Vos, Rogier van der W

eyden: l’œuvre com
plet, Paris, 

1999, pp. 372–373; C
arm

en G
arcía-Frías C

heca, “Som
e A

rtistic 
and Technical C

onsiderations on the ‘Portrait of Philip the G
ood’ 

in the R
oyal Palace of M

adrid after its R
estoration,” in Lorne 

C
am

pbell, ed., Rogier van der W
eyden in C

ontext, Paris, 2012, 
pp. 169–177; D

e Zutter, op. cit., pp. 27–36.

11　

 C
heca, op. cit. , p. 170.

12　

 “En ce tem
ps le duc Philippe eut une m

aladie, et par conseil de 
ses m

edecins se fit raire la teste, et oster ses cheveux: et pour n’estre 
seul rais et dénué de ses cheveux, il fict un édit que tous les nobles 
hom

m
es se feroyent raire leurs testes com

m
e luy: et se trouvèrent 

plus de cinq cens nobles hom
m

es, qui pour l’am
our du duc se 

firent raire com
m

e luy;...” M
ém

oires de M
essire O

livier de la M
arche, 

dans C
laude B. Petitot, éd., C

olletion com
plète des m

ém
oires relatifs à 

l’histoire de France, X
, Paris, 1825, p. 227.

13　

 

黒
の
流
行
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
徳
井
淑
子
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
善

良
公
の
〝
涙
の
文
様
の
黒
い
帽
子
〞
―
中
世
末
期
の
モ
ー
ド
・
文
学
・

感
性
―
」『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
第
五
十
巻
、
一
九

九
七
年
、
三
三
一
〜
三
四
三
頁
。

14　

 Joseph K
reps, “Bruxelles R

ésidence de Philippe le Bon,” dans 
Bruxelles au XV

m
e siècle, Bruxelles, 1953, pp. 155–163; A

rlette 
Sm

olar-M
eynart, “L’installation de la cour de Philippe le Bon et des 

institutions de gouvernem
ent à Bruxelles: une capitale en devenir,” 

in Exh. C
at., Rogier van der W

eyden/ Rogier de le Pasture, Bruxelles, 
1979, pp. 15–23.

15 

マ
ド
リ
ー
ド
作
品
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
。C

am
pbell, 

op. cit., pp. 294–206; C
heca, op. cit., pp. 169–177.

16 

マ
ド
リ
ー
ド
作
品
の
帰
属
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
。C

heca, 
op. cit., pp. 174–175.

17 
D

e Vos, op. cit., pp. 372–373.



ロヒール・ファン・デル・ウェイデン作《フィリップ善良公の肖像》の複製と「ブランド」をめぐる一考察

103

18 
C

heca, op. cit., p. 172.
19 

C
am

pbell, op. cit., p. 294; C
heca, op. cit., p. 169.

20 
N

icole Veronée-Verhaegen, L’H
ôtel-D

ieu de Beaune, C
O

RPU
S 

13, Bruxelles, 1973; D
e Vos, op. cit.; C

atherine A
. M

etzger and 
M

ichael Palm
er, “Th

e C
reative Process in Rogier van der W

eyden’s 
Portraits,” in Julien C

hapuis, ed., Invention: N
orthern Renaissance 

Studies in H
onour of M

olly Faries, Turnhout, 2008, pp. 65–85.

21 
M

etzger and Palm
er, op. cit., pp. 65–85. 

22 
D

e Zutter, op. cit., pp. 16–27. 

23 

マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
ー
ト
リ
ッ
シ
ュ
の
一
五
二
三
年
の
財
産
目
録

（
メ
ッ
ヘ
レ
ン
、
一
五
二
三
年
）
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。“Item

, 
ung aultre tableau de la portraiture de feu M

ons gr le duc Philippe, 
habillé de noir et ung chapperon boureler sur sa teste, portant le 
colier de la Th

oison d’or, ayant ung rolet en sa m
ain.” H

enri-V
ictor 

M
ichelant, “Inventaire des vaisselles, joyaux, tapisseries, peintures, 

m
anuscrits...de M

arguerite d’Autriche...,” dans C
om

pte rendu des 
séances de la C

om
ission royale d’histoire, ou Recueil de ses bulletins, 3

e 

série, 12, 1871, p. 68.

24 
D

e Vos, op. cit., p. 373.

25 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
で
も
議
論
し
て
い
る
。
今
井
、

前
掲
書
、
一
九
〇
〜
一
九
三
頁
。

26 

今
井
、
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
が
着
用
し
た

帽
子
（「
シ
ャ
プ
ロ
ン
」）
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Beaulieu and 

Baylé, op. cit., pp. 62–69; Exh. C
at., Illum

inating Fashion…
, op. cit., 

pp. 174–177.

27 

『
ア
ラ
ス
撰
集
』
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Albert C

hâtelet and 
Jacques Paviot, Visages d’antan: le Recueil d’Arras (XIV

e–XVI e siècles), 

Lathuile, 2007.

28 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。D

e Vos, op. cit., p. 364; 
C

am
pbell, op. cit., pp. 297–299.

29 
C

heca, op. cit., p. 171. 

30 
C

heca, op. cit., p. 176. 

31 
“U

na Pintura original en tabla de la escuela de Alberto D
uro, que 

representa el R
etrato de Phelipe, D

uque de Borgoña, el fundador 
de la Ynsigne orden del Toyson que tiene puesto. Es de una tercia, 
y seys dedos de ancho y otra de alto. M

arco dorado arqueado 
liso.” Inventario de Isabel de Farnesio, Archivo G

eneral de Palacio, 
Adm

inistraciones Patrim
onales, San Ildefonso, C

aja 13568, fols. 
15r–v, no. 105; C

heca, op. cit., p. 176.　

32 
“A Jehan H

ennequart, varlet de cham
bre et pointre de m

ondit 
seigneur, la som

m
e de 46 £ 16 s, dudit pris pour certainnes 

parties par luy faittes pour deux personnaiges tuis en la chappelle 
dom

m
estique de m

ondit seigneur a La H
aye en H

ollande, l’un 
representant la personne de feu m

onseigneur le duc Phelippe de 
Bourgoingne, cui D

ieu pardoint, et l’autre la personne de feu 
duc G

uillaum
e, conte de H

ollande, …
 Item

 pour ce que ledit 
personnage ne fu pas bien au plaisir de m

ondit seigneur, ledit 
Jehan a fait taillier ung autre personnaige de m

eilleure fachon a 
son vouloir, la hache en sa m

ain et la dague au gosté 13, a tout le 
colier de la Th

oison d’O
r et son escu au bas devant luy, 100 s…

” 
Valérie Bessey et al., C

om
ptes de l’Argentier de C

harles le Tém
éraire, 

duc de Bourgogne, vol. 3/2–Année 1470, Le register C
C

 1925 des 
Archives générals du Royaum

e, Bruxelles, fols. 482–483, Académ
ie 

des inscriptions et Belles-Lettres, 2008, pp. 583–584.



104

【
図
版
出
典
】

図
１
：É. de Z

utter, “L’exception qui confirm
e la règle,” Revue belge 

d’archéologie et d’histoire de l’art, 83, 2014.　

図
２
、３
、７
、10
、11
、15

〜
17
、20
、21
、23
、25
：W

ikim
edia C

om
m

ons　

図
４
〜
６
、８
、９
、

14
：©

K
IK

-IR
PA　

図
12
、19
：M

. Sm
eyers, Flem

ish M
iniatures from

 
the 8th to the M

id-16th C
entury, Turnhout, 1999.　

図
13
：Lorne 

C
am

pbell, ed., Rogier van der W
eyden in C

ontext, Paris, 2012.　

図
18
：

“L’art à la cour de Bourgogne,” D
ossier de l’art, 44, 1997–1998.　

図

22
：N

. Veronée-Verhaegen, L’H
ôtel-D

ieu de Beaune, C
O

RPU
S 13,  

Bruxelles, 1973.　

図
24
：Exh. C

at., Rogier van der W
eyden, M

-M
useum

 
Leuven, 2009.


